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茨
城

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

研
修

部
会

が
ん
登

録
部

会
相

談
支

援
部

会
緩

和
ケ
ア
部

会
放

射
線

治
療

部
会

緩
和

ケ
ア
研

修
推

進
分

科
会

リ
ン
パ

浮
腫

治
療

分
科

会
緩

和
ケ
ア
地

域
連

携
分

科
会

古
河
市

石
岡
市

桜
川

市

笠
間
市

鹿
嶋
市

北
茨
城

市

下
妻
市

土
浦
市

ひ
た
ち

な
か
市

結
城
市

龍
ケ

崎
市阿

見
町

稲
敷
市

河
内
町

美
浦
村

神
栖

市
利
根

町

守
谷
市

大
子
町

五
霞
町

境
町

つ
く
ば

み
ら
い
市

東
海
村

茨
城
町

大
洗
町

小
美
玉
市

八
千
代

町

水
戸
市

坂
東
市

牛
久
市

笠
間
市

鹿
嶋
市

北
茨
城

市

筑
西
市

下
妻
市

高
萩
市

つ
く
ば
市

土
浦
市

取
手
市

常
陸
太
田
市

日
立
市

ひ
た
ち

な
か
市

常
総
市

結
城
市

龍
ケ

崎
市

潮
来
市

阿
見

町

河
内
町

美
浦
村

鉾
田
市

利
根

町

大
子
町

五
霞
町

境
町

つ
く
ば

み
ら
い
市

常
陸
大
宮

市

東
海
村

那
珂

市

行
方
市

か
す
み
が
う
ら
市

茨
城
町

大
洗
町

城
里
町 小

美
玉
市

八
千
代

町

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

茨
城

県
が

ん
診

療
指

定
病

院

茨
城

県
小

児
が

ん
拠

点
病

院

日
立

保
健

医
療

圏

(株
)日

製
日
立
総
合
病
院

常
陸

太
田
・
ひ
た
ち
な
か

保
健
医
療
圏

茨
城

東
病

院

(株
)日

製
ひ

た
ち
な
か
総

合
病

院

鹿
行

保
健

医
療

圏

小
山

記
念

病
院

土
浦

保
健

医
療

圏

総
合

病
院

土
浦

協
同

病
院

霞
ヶ
浦

医
療

セ
ン
タ
ー

つ
く
ば

保
健

医
療

圏

筑
波

メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

病
院

筑
波

大
学

附
属

病
院

取
手

・
龍

ヶ
崎

保
健

医
療

圏

東
京

医
科

大
学

茨
城

医
療

セ
ン
タ
ー

ＪＡ
と
り
で
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

古
河

・
坂

東
保

健
医

療
圏

茨
城

西
南

医
療

セ
ン
タ
ー

病
院

友
愛

記
念

病
院

水
戸

保
健

医
療

圏

茨
城

県
立

中
央

病
院

水
戸

赤
十

字
病

院

水
戸

医
療

セ
ン
タ
ー

水
戸

済
生

会
総

合
病

院

茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院


が

ん
地

域
連

携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
の

現
状

把
握

及
び
推

進


「
地

域
の

療
養

情
報

」
の

更
新

に
よ
る

患
者

・
家

族
へ

の
正

確
な
情

報
提

供


が

ん
相

談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設

置
し

情
報

を
共

有
、
質

の
向

上
を
図

る

活
動

内
容
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※窓口対応時間内でも病院休診日は対応できませんのでご承知おきください。
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栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

研
修

部
会

相
談

支
援

部
会

が
ん
登

録
部

会

那
須

赤
十

字
病

院

国
際

医
療

福
祉

大
学

病
院

国
際

医
療

福
祉

大
学

塩
谷

病
院

栃
木

県
済

生
会

宇
都

宮
病

院

国
立

病
院

機
構

宇
都

宮
病

院

栃
木

県
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

芳
賀

赤
十

字
病

院

国
立

病
院

機
構

栃
木

医
療

セ
ン

タ
ー

上
都

賀
総

合
病

院

獨
協

医
科

大
学

病
院

と
ち

ぎ
メ

デ
ィ

カ
ル

セ
ン

タ
ー

下
都

賀
総

合
病

院

自
治

医
科

大
学

附
属

病
院

新
小

山
市

民
病

院

佐
野

厚
生

総
合

病
院

足
利

赤
十

字
病

院

菅
間

記
念

病
院

小
金

井
中

央
病

院 が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

（
６

ヶ
所

）

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
指

定
病

院
（

２
ヶ

所
）

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

加
盟

病
院

（
９

ヶ
所

）

年
２
回
の
部
会
開
催

•情
報
提
供
・
相
談
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
、

情
報
交
換

•｢
患
者
必
携

地
域
療
養
情
報
｣の

内
容
検
討

•が
ん
患
者
支
援
等
に
関
わ
る

県
内
調
査

•実
務
者
研
修
会
の
検
討
、
開
催

等
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群
馬

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

の
組

織
及

び
群

馬
県

と
の

連
携

協
力

連
携

群
馬
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が
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診
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連
携
拠
点
病
院
連
絡
協
議
会

地
域
連
携
パ
ス
部
会

が
ん
対
策
推
進
計
画
検
討
部
会

肺
が
ん
地
域
連

携
パ
ス
検
討
会

が
ん
医
療
専
門
分
科
会

消
化
器
（
胃
・
大
腸
）
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
検
討
会

小
児
が
ん
専
門
分
科
会

肝
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
検
討
会

が
ん
検
診
・
が
ん
予
防
専
門
分
科
会

乳
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
検
討
会

相
談
支
援
・
情
報
提
供
専
門
分
科
会

情
報
提
供
・
相
談
支
援
部
会

緩
和
ケ
ア
・
在
宅
医
療
専
門
分
科
会

緩
和
ケ
ア
部
会

群
馬
県
が
ん
登
録
推
進
連
絡
協
議
会

看
護
部
会
（
看
護
連
絡
会

）

が
ん
登
録
部
会

群
馬

県
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
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平
成

20
年
度

 
部
会

1回
開
催

 
病
院
情
報
一
覧
作
成

 
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
作
成

 

21
年
度

 
部
会

3回
開
催

 
22
年
度

 
部
会

2回
開
催

 
緩
和
ケ
ア
を
提
供
し
て

い
る
医
療
機
関
の

 
情
報
提
供

 

23
年
度

 
部
会

2回
開
催

 
研
修
会

2回
開
催

 
研
修
会
計
画

 

24
年
度

 
部
会

3回
 開
催

 
研
修
会

1回
開
催

 
持
ち
回
り
運
営
開
始

 
地
域
医
療
機
関
リ
ス
ト
作
成

 
病
院
見
学

 

25
年
度

 
3回
開
催
予
定

 

第
回

施
設

名

埼
玉
県
が
ん
診
療
連
携
協
議

会
開
催
後
、
各
部
会
（
実
務
者

で
討
議

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

②
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
の

小
冊
子
、
そ
の
他
資
料
の
設

置
・
配
布
に
つ
い
て

③
人
員
配
置
に
つ
い
て

事
前
に
調
査
用
紙
配
布
、
各

拠
点
病
院
・
指
定
病
院
情
報

一
覧
作
成

（
名
称
、
人
員
数
、
統
計
、
記

録
、
検
討
課
題
な
ど
）

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
作
成

第
回

施
設

名

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

②
地
域
医
療
機
関
、

地
域
資
源
の
情
報
共
有

③
患
者
会
と
の
か
か
わ
り

④
相
談
支
援
作
業
部
会
の

在
り
方

第
回

施
設

名

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

②
統
計
、
記
録
方
法

③
緩
和
ケ
ア
外
来

第
回

施
設

名

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

（
看
護
師
と

の
業
務
分
担
、

統
計
、
記
録
、
患
者
図
書
、

患
者
会
、
キ
ャ
ン
サ
ー

ボ
ー
ド
）

第
回

施
設

名

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

②
統
計
、
記
録
方
法

③
他
業
務
と
の
調
整

④
緩
和
ケ
ア
外
来

⑤
患
者
会
の
運
営
・
連
携

⑥
今
後
の
部
会
で
の
活
動

（
他
県
の
情
報
、
事
例
検
討

会
、
県
の
方
の
参
加
要
望
、

医
療
機
関
の
情
報
共
有
）

第
回

施
設

名

①
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

②
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ

参
加
報
告

③
今
後
の
部
会
で
の
活
動

（
医
療
機
関
の
情
報
共
有
、

研
修
会
）

埼
玉
県
内
で
緩
和
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
る
主
な
医
療
機
関

の
情
報
提
供

第
回

震
災
で
延
期

第
回

施
設

名

研
修
会

テ
ー
マ
：
「怒
り
を
扱
う
」

講
師
：
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー

精
神
腫
瘍
科

和
田

知
未
先
生

①
講
義
、
事
例
検
討

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

②
今
後
の
部
会
の
運
営
：

部
会
持
ち
回
り
運
営
提
案

③
医
療
機
関
一
覧
表
作
成
に

つ
い
て
の
提
案

第
回

施
設

名

①
今
後
の
部
会
の
運
営
：
持
ち

回
り
運
営

②
医
療
機
関
一
覧
表
作
成

第
回

施
設

名

研
修
会

テ
ー
マ
：
が
ん
地
域
連
携
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
生
活
を
つ
な
ぐ
退
院
支
援
を

行
う
に
は
」

講
師
：
国
立
病
院
機
構
愛
媛

病
院

地
域
医
療
連
携
室

難
病
・
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
医
療

橋
本
真
由
美
（
旧
姓
生
駒
）

①
講
演
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、

医
療
機
関
マ
ッ
プ
作
製

第
回

施
設

名

①
今
後
の
部
会
の
運
営

（
持
ち
回
り
運
営
、
他
県
の

状
況
報
告
、
事
務
局
、
部
会

開
催
回
数
）

第
回

施
設

名

①
相
談
支
援
作
業
部
会
説
明

②
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

③
持
ち
回
り
運
営

④
地
域
医
療
機
関
リ
ス
ト
作
成

⑤
第
回
目
研
修
会
に
つ
い
て

⑥
埼
玉
県
済
生
会
川
口
総
合

病
院
見
学

第
回

施
設

名

研
修
会

テ
ー
マ
：
「
が
ん
患
者
・
家
族
と

の
協
働
の
あ
り
方
を
考
え
る

～
患
者
サ
ロ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
及
び
運

営
を
通
じ
て
～
」

①
「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
け
や

き
」
の
実
践
報
告

国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院

②
「
が
ん
患
者
会
シ
ャ
ロ
ー

ム
」
の
活
動
内
容
、
参
加
者
の

声
、
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
冊
子
」

作
成
の
経
緯

が
ん
患
者
会
シ
ャ
ロ
ー
ム
代
表

植
村
め
ぐ
み
氏

③
グ
ル
ー
プ
討
議

第
回

施
設

名

①
「
埼
玉
県
が
ん
対
策
推
進
計

画
に
つ
い
て
」
紹
介

埼
玉
県
疾
病
対
策
課
主
幹

②
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
抱

え
て
い
る
課
題
と
埼
玉
県

と
し
て
の
検
討
事
項
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議

（
就
労
支
援
、
が
ん
文
庫
、
人

員
基
準
、
が
ん
サ
ロ
ン
設
置
）

③
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
病
院
見
学

第
回

施
設

名

①
相
談
支
援
部
会
の
運
営
に

つ
い
て

②
各
施
設
紹
介
と
現
状
報
告

③
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
連
絡
協
議
会

情
報
提
供
・
相
談
支
援
作
業

部
会
の
報
告

④
地
域
相
談
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
案
内

⑤
相
談
員
指
導
者
研
修
に
つ

い
て
（
基
礎
研
修
Ⅲ
修
了
者

の
把
握
）

第
回

研
修
会
予
定

第
回

部
会
予
定

：
埼
玉
県
の
相
談
支
援
作
業
部
会
の
現
状
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新
潟

県
に
お
け

る
相

談
支
援

部
会

に
つ
い

て
 

 [相
談

支
援

部
会

な
ど

の
実
務

者
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

] 
相
談
支
援
部
会
と
い
う
名
称
の
会
は
な
く
、
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
の
下
部
組
織
、
情
報
連
携
部
会
が
そ
の
機
能
を
兼
ね
て
い
る
。

 
 [県

が
ん

診
療
連

携
協

議
会

] 
参
加
施
設

 :
 主

に
9
施
設

 
 
 
 
 
 
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
 
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
県
立
新
発
田
病
院
 
が
ん
相
談
支
援
窓
口

 
 
 
 
 
 
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
 
が
ん
相
談
支
援
室

 
 
 
 
 
 
新
潟
市
民
病
院
 
地
域
医
療
室

 
 
 
 
 
 
済
生
会
第
二
病
院
 
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
長
岡
日
赤
病
院
 
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
県
立
中
央
病
院
 
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
新
潟
労
災
病
院
 
相
談
支
援
室

 
 
 
 
 
 
長
岡
中
央
綜
合
病
院
 
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
 
 

 
 
 
※
他
に
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
準
ず
る
病
院
が

3
施
設

(立
川
綜
合
病
院
、
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
上
越
総
合
病
院

)、
医
師
会
、
県
福
祉
保
健
部
な
ど
が
参
加
 
 

 
 [ 情

報
連

携
部
会

の
取

り
組
み

や
実

績
] 

・
集
ま
る
頻
度

 :
 年

一
回

5~
6
月

 
・
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
と
の
関
係

 :
 四

部
会
の
う
ち
の
一
つ

 
①

が
ん
登
録
部
会

 
②

研
修
教
育
部
会

 
③

情
報
連
携
部
会

 
④

緩
和
ケ
ア
部
会

 
・
取
り
組
み
と
実
績

 :
  

1)
 相

談
支
援
に
関
す
る
事
項

 :
 各

施
設
の
現
状
報
告
や
情
報
共
有
。
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

 
 

2)
 地

域
連
携
パ
ス
に
関
す
る
事
項

 :
 5

大
が
ん
に
つ
い
て
、
疾
患
別
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
パ
ス
は
県
統
一
な
の
で
、
部
会
の

W
G

で
作
成
・
修
正
・
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

り
な

ど
行
っ
た
り
、
各
郡
市
医
師
会
へ
説
明
会
に
出
向
い
た
り
し
て
い
る
。
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（
参
考
）
県
内
拠
点
病
院
の
文
武
 
（

ht
tp

://
w

w
w.

pr
ef

.n
iig

at
a.

lg
.jp

/iy
ak

u/
12

02
92

20
40

60
2.

ht
m

l）
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長
野
県
内
の

 
①
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

 
②
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

連
絡
先

 
③
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来

一
覧

 
④
拠
点
病
院
の
が
ん
患
者
サ

ロ
ン
情
報

 
⑤
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
と

 
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
情
報

 

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

 

1 
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ht
tp
:/
/w

w
w
.s
hi
ns
hu

‐u
.a
c.
jp
/t
op

ic
s/
20

07
/0
2/
po

st
‐1
76

.h
tm

l
よ
り
抜
粋
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長
野
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
要
項
（
平
成
１
９
年
２
月
９
日
制
定
）
よ
り
抜
粋
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案 内 図（１階）

☆ 受付時間　：　９時～１６時（平日）

☆ 対面相談　：　面談室での相談

☆ 電話相談　：　０２９６－７８－５４２０（直通）

医事課

新患受付 文書受付 入院受付

茨城県立中央病院

総合
案内

正面玄関

⑦内科受付

都道府県がん診療連携拠点病院

相談支援センターのご案内

どんな治療法

があるの

転院できる病院
を探したい

セカンドオピニオンを

受診したいがどうし

自宅に帰りたい

が、何を準備す

ればいいの

相談支援センター
（医療相談室）

患者様とそのご家族の不安や悩みに、専任の看護師や
医療ソーシャルワーカーが皆様のお話を伺い、一緒に考
え問題を解決できるようお手伝いさせていただきます。
どなたでもお気軽にご相談ください。相談する場所は１

階入院受付隣にございます。
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相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

茨
城
県
立
中
央
病
院
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14



15



16
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患
者
家
族
等
配
布
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

地
域
配
布
用

病
院
広
報
誌
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地
域
連
携

登
録
医
（診

療
所
）

配
布
用
資
料
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院
内
職
員
用

広
報
誌
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相談支援センター案内リーフレット
（院内配布、各種研修・イベントにおいて周知）



21

｢がんセンターだより 第２２号｣の掲載
（平成２５年３月２９日発行）

県内医療機関・関係機関・院内配布



22

｢患者必携：あなたとあなたの家族のた
めのがんの療養情報（改訂版）｣の掲載

（平成２５年３月発行）
県内医療機関・関係機関・院内配布
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医
療
費
の
支
払
い
が

 

大
変
･
･
･
。

 

在
宅
介
護
っ
て

 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

 

緩
和
ケ
ア
っ
て

 

 
ど
う
い
う
も
の
？

 

福
祉
の
制
度
に
つ
い
て

知
り
た
い
。

 

施
設
や
病
院
等
を

 

 
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

 

誰
か
に

胸
の
中
の
不
安

等
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

 

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
が
ん
専
従
看
護
師
が
対
応
致
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
訪
下
さ
い
。

 

佐
野
厚
生
総
合
病
院
内

１
階

薬
局
側

医
療
福
祉
相
談
室
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主
な
相
談
内
容

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 □
痛
み
が
あ
っ
て
つ
ら
い

 

□
吐
き
気
が
あ
る

 

□
息
苦
し
さ
が
あ
る

 

□
夜
眠
れ
な
い

 

□
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
が
あ
る

 

□
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る

 

□
麻
薬
の
痛
み
止
め
は
飲
ん
で
よ
い
か
？

 

□
自
分
ら
し
く
穏
や
か
な
生
活
を
送
り
た
い

 

□
本
人
と
ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
？

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど

 

  緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
は
、
主
に
が
ん
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

 

 ○
医
師
（
内
科
・
外
科
・
精
神
科
・
麻
酔
科
）

 

・
症
状
緩
和
の
た
め
の
治
療
法
を
検
討

 

・
不
安
や
不
眠
な
ど
の
心
の
悩
み
の
相
談

 

・
痛
み
止
め
の
調
整
を
し
ま
す
。

 

○
看
護
師

 

・
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
お
話
を
伺
い
、
希
望

す
る
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

 

○
薬
剤
師

 

・
薬
の
内
服
方
法
・
内
容
を
考
え
ま
す
。

 

○
臨
床
心
理
士

 

・
心
の
悩
み
を
伺
い
、
精
神
的
・
心
理
的
へ
の

対
応
を
し
ま
す
。

 

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 

・
退
院
後
の
生
活
な
ど
心
配
に
つ
い
て
相
談
に

の
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

 

 
 

 
 

 
 
そ
の
他
、
栄
養
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
も

 

一
緒
に
チ
ー
ム
で
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

 

緩
和
ケ
ア
と
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 緩
和
ケ
ア
と
は
命
を
脅
か
す
病
気
に
よ
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
つ
ら

さ
を
和
ら
げ
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
総
合
的
に
支
え
て
い
く

医
療
や
ケ
ア
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

 

 緩
和
ケ
ア
は
治
療
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
時
か
ら
、
い
つ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
人
の
“
つ
ら
さ
”
に
目
を
向
け

て
行
わ
れ
ま
す
。

 

 緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
痛
み
へ
の
専
門

的
な
対
処
や
気
持
ち
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
治

療
や
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
院
中
は
診
察

時
に
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
伺
い
、

入
院
中
は
病
室
に
伺
い
ま
す
。
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が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て

 

 が
ん
に
対
す
る
治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
の
治
療
中
や
療
養
中
に
は
様
々
な
苦

痛
が
生
じ
ま
す
。

 

 近
年
、
こ
れ
か
ら
の
苦
痛
を
緩
和
す
る
医
療
が
、

が
ん
の
治
療
と
並
行
し
て
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

 当
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が

専
門
性
を
生
か
し
て
主
治
医
と
病
棟
・
外
来
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
の
苦
痛
を
緩
和
し
た
い
と
治
療
や
療
養
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
話
を
聴
き
た
い
・
緩
和
ケ

ア
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
師
・
看
護
師
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

 
佐
野
厚
生
総
合
病
院

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

 

 〒
3

2
7

-
8

5
1

1
 

 
 
栃
木
県
佐
野
市
堀
米
町

1
7

2
8
番
地

 

 
 

T
E

L
 

0
2

8
3
（

2
2
）

5
2

2
2
（
代
）

 
 

 
 

F
A

X
 

0
2

8
3
（

2
1
）

3
2

0
4

 

 
 

E
-m

a
il 

s
o
u

d
a
n

@
ja

s
a
n

o
k
o
.o

r.
jp

 

 

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
ご
案
内

 

 

 
 

 
     

佐
野
厚
生
総
合
病
院

 

 
 

 
 

 
 
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
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がん相談に関する窓口情報 
 

Ⅰ 電話相談窓口 実施しています 
・電話番号 0283-22-5222(病院代表)  

→ 「医療福祉相談室」  
・曜日と時間 病院診療日 9:00～16:30 (平日) 

9:00～11:30 (第 1,3,5土曜日) 
 

Ⅱ 対面相談 実施しています  
 ひとまず上記の電話相談窓口へご連絡ください 

 

Ⅳ E メール相談 実施しています 
     E メールアドレス soudan@jasanoko.or.jp 
 

Ⅲ FAX相談 実施しています 
 FAX番号 0283-21-3204 

 

・ ご相談される方々の不安なお気持ちに配慮し 
誠実に対応させていただきます 

・ すべて無料です 
・ ご連絡お待ちしております 

 

 
 

地域がん診療連携拠点病院 
佐野厚生総合病院 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平成 24年 1月 佐野厚生総合病院病院長 奥澤星二郎 
がん（緩和ケア）専従看護師 宮﨑好美  
医 療 福 祉 相 談 室 Ｍ Ｓ Ｗ 新 井 拓 也  

 
医療福祉相談室は佐野厚生総合病院内 1階 薬局側に 
御座います。入り口には看板がありますので、そちらを 
目印にして下さい。 



27

○ 医療福祉相談室 

医療福祉相談室は佐野厚生総合病院の福祉関係における総合相談窓口であり、

４名のソーシャルワーカー（社会福祉士、精神保健福祉士、ケアマネジャー）

と１名の看護師（がん(緩和ケア専従)看護師）により構成され、院内のみならず

院外の各関係機関とも連携を取り合いながら皆様からのご相談をお受けしてお

ります。 

医療福祉相談室は３つの部門で成り立っており、仕組みは以下のようになり

ます。また、３つの部門は完全に分かれているわけではなく、それぞれが相互

に協力し合いながら業務を行っております。 

 

 

 

 

 

相談等にかかる費用は無料となっております。 

ご利用される方につきましてのプライバシー、またご相談についての秘密は

厳守致します。 

予約は特に必要ございませんが、事前にお電話等で相談希望日時をお知らせ

いただけると確実にお会いできるので、お奨めです。 

 

医療福祉
相談室

院内相談援助

主担当 社会福祉士

精神保健福祉士

がん相談支援セン
ター

主担当 看護師

社会福祉士

居宅介護支援事
業所

主担当 ケアマネジャー

３３３部部部門門門ををを合合合わわわせせせててて   
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『院内相談援助』業務 

 

 院内外や関係機関等の万（よろず）相談窓口です。 

 病気や怪我などに罹りますと、健康なときには思いもしなかったような困っ

た問題が生じることが多くあります。そのような諸問題に対し、患者さまやご

家族さま達と一緒に考え、問題の軽減や解決のサポート（お手伝い）をさせて

頂きます。 

主な相談内容としましては・・・ 

 

・ 医療費や生活費等の経済的問題について 

・ 退院後の療養生活について 

・ 障害手帳、介護保険等の保険・医療・福祉制度の活用について 

・ 地域の社会資源の情報や活用について 

・ 各種施設、医療機関等の利用方法（入所・転院等）について 

・ 病気や治療等についての心配や不安について 

・ その他、誰に相談していいか分からず困っていることについて 

  

                       ・・・等々があります。 

 

 『がん相談支援センター』 

 

 がんに係る相談窓口となります。がん患者さまやご家族さまたちの、がんに

起因する様々な諸問題に対して一緒に考え、問題の軽減や解決のサポート（お

手伝い）をさせて頂きます。 

 主な相談内容としましては、『院内相談援助』業務の相談内容に加えて、 

 

・ セカンドオピニオンについて 

・ アスベスト・中皮腫について 

・ 緩和ケアについて 

・ その他、がんに関することで誰に相談していいか分からず困っていること

について 

 

など、がん独自のご相談をお受けしております。 

 また、当センターは院内緩和ケアチームの一員にもなっており、主にがん(緩

和ケア)専従看護師がその業務に当たっております。 
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悩みは１人で抱えてしまうと、どんどん大きくなってしまいます。どうぞお

気軽ご相談ください！！ 

 

 

場所：   １階 正面玄関左奥 

時間：   平日（月～金） 8:30～17:00 

      第 1･3･5 土曜日 8:30～12:30 

休診日：  第 2･4 土曜日、日曜日、祝日、年末年始(12 月 29 日～1 月 3 日)

創立記念日(7 月 17 日) 

連絡先：  TEL  0283-22-5222（代表） 0283-21-3204（直通） 

FAX  0283-21-3204 

E-Mail soudan@jasanoko.or.jp 

モットー： 『ネットワークを大切に フットワークを軽くして ハートワー

クで向かい合う』 
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入院中の患者さんやご家族の相談、退院後でも各種相談をお受け
しています。方法は、直接外来棟１階にある患者支援センターへ

お越しいただくか、病棟看護師より連絡をしてもらってください。

＊入院や通院における心配事に対して
面談によりお伺いします

＊がんに関する不安や悩み、治療の内容
や副作用への対処方法、在宅療養や経済
的な不安などさまざまな相談に対応しま
す
＊毎月最終水曜日に患者さんが集まる

『なごみサロン』の開催もしています

＊退院後の在宅医療（かかりつけ医・訪
問看護ステーションなど）施設療養の
相談や施設紹介をします

＊地域医療機関への転院の相談をお受け
します

＊福祉サービス、行政機関、受け入れ施
設等との連絡調整を行います

地域の医療機関と連携し、患者さんのスムースな受入れと、退院に向けた支援を行っています。
また、当院に通院・入院中の患者さんやご家族の方の療養や入退院に伴う生活上の問題点や不
安・心配事に関するご相談をお受けしております。

＊社会福祉制度・社会保障制度に関する
各種相談をお受けします

＊疾病による心理的・社会的・経済的問
題や悩みの相談をお受けします

医療福祉相談 在宅移行・転院相談

がん相談
（がん相談支援センター）

その他受診における相談

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

お問合せ先：患者支援センター
TEL 027-220-7858 027-220-8547

受付時間 平日 8：30～17：00（土・日・祝日・年末年始除く）

Gunma  University  Hospital
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患者支援センター 今後の展界 
患者支援センター センター長 齋藤 繁 

前任の酒巻哲夫センター長のご退任を受け，今年度から群馬大学医学部附属病院

患者支援センターを担当させて頂くことになりました。元々の専門分野は麻酔科蘇

生科で，手術部，集中治療部など，どちらかというと病院の奥座敷的な部署を主た

る勤務エリアとしておりましたので，病院のゲートキーパー的な部署の業務には不

慣れな点が多々ありますことをあらかじめお詫び申し上げます。 
 以前の大学病院は科別の独立性が非常に高く，各専門科の城主による独裁的態勢

のもとに業務が行われていたとしばしば批評されます。科別の敷居も極めて高く，

同じ病院の中でも診療の形態や方式が大きく異なっていたようです。しかし，現在

ではそうした縦割り的なシステムが次第に改められ，共通項的な業務は横断的専門

部署に集約しつつあります。手術部や集中治療部は病院奥座敷の横断的部署に相当しますが，患者支援セン

ターは病院出入り口の横断的部署になります。やっと黎明期から脱し，徐々に本格的なセンタ−としての体裁

を整えつつある段階ですので，まだまだ包括的な活動を多くの方々に認知して頂けるレベルには達しており

ませんが，職員数も段階的に増員され，一同切磋琢磨しつつ業務拡大と改善に努めておりますので，皆様方

のご支援ならびにご助言を宜しくお願い致します。 
 現在の患者支援センターの構成と業務内容については，下記のようになっております。（１）地域医療連携：

地域の各医療機関と群馬大学医学部附属病院との診療連携を調整する業務を行います。紹介患者さんの予約

や退院後の紹介元医療機関への逆紹介などを行います。（２）入退院センタ−：群馬大学医学部附属病院に入

院する患者さんの入院後の診療がスムーズに開始されるように，入院前からサポートを行います。また，退

院に向けての様々な調整を行います。（３）福祉相談：利用可能な様々な福祉サービスを紹介し，患者さんの

生活支援を行います。４）がん拠点病院相談支援センター：がんの患者さんの様々な悩みにお答えし，治療

オプションの紹介や在宅療養のサポートを行います。 
 群馬大学医学部附属病院の診療は地域の医療機関 
の方々のご理解とご協力なくしては成り立ちません。 
患者支援センターが病院の渉外活動部署として地域 
の皆様方のご要望を広く吸収する窓口となるよう努 
力致しますので，ご意見ならびに各種情報等ござい 
ましたら，どうかお気軽にお声がけ頂きますようお 
願い申し上げます。 
 

 

病院の理念  
大学病院としての使命を全うし， 

国民の健康と生活を守る。 

基本方針  
安全・納得・信頼の医療を提供する。 

次代を担う人間性豊かな医療人を育成する。 

明日の医療を創造し，国際社会に貢献する。 

医療連携を推進し，地域医療再生の拠点となる。

平成 25 年 6 月              群大病院地域連携だより第 16 号              （1） 

      群馬大学医学部附属病院    〒371-8511 前橋市昭和町三丁目 39 番 15 号 
      患者支援センター（連携担当） 電話    027-220-7733 
                     FAX    027-220-7777 
      患者支援センターホームページ     http://kanjasien.dept.showa.gunma-u.ac.jp/ 

⼊退院センター

地域医療連携
福祉相談
転・退院⽀援
在宅療養等相談

がん拠点病院相談⽀援
センター

患者⽀援センター

（図１）
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入退院センター始動 1 年～次のステップに向けて～ 

 平成 24 年 4 月 16 日，入退院センターが開設しました。昨年の実績と今年度の予定を報告し

ます。薬剤師や看護師，事務の増員に伴い，平成 25 年度はさらに対応診療科を拡大していく

予定です。      

 
                                             

 平成 25 年３月 平成２４年度実績 
入退院センター対応患者数 184 人 1298 人 

全入院患者数 1196 人 14370 人 
実施割合 15．4％ 9．0％ 

 
＊現在対応している診療科：婦人科，第３内科，泌尿器科・消化器外科（一部） 
＊これから対応予定の診療科：呼吸器外科，循環器外科，放射線科 
 以降，順次対応診療科の拡大予定です。 

平成 25 年 6 月              群大病院地域連携だより第 16 号              （2） 
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患者支援センター業務と連絡先
業務内容 連絡先 担当者

相談業務 医療福祉相談等
介護保険の相談
医療費に関する相談
転院・在宅療養等の相談
転院先の情報提供・連絡調整
訪問看護や往診医との連携など

０２７－２２０－７８５８
８５４７

看護師・MSW

（がん）相談支援センター業務
神経内科看護相談

連携業務 病診連携FAX予約業務
セカンドオピニオン外来

０２７－２２０－７７３３ 事務

脳卒中地域連携パス 事務・MSW

がん診療地域連携パス ０２７－２２０－７８５８ 看護師

入退院セン
ター業務

入院案内・情報収集（アナムネ聴
取）・コンサルテーション

０２７－２２０－８７７７ 看護師・
外注事務

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第４回群馬大学医学部附属病院 

地域医療連携施設交流会のお知らせ 
地域に根ざした病院として，現在までに登録いただいた地域医療連携施設との前方・後方連携をさ

らに深め，相互理解と意見交換等を目的とするもので，平成２５年度においても下記のとおり実施いた

します。 

なお，地域医療連携登録施設の皆様には別途，ご案内を送付いたします。 

・ 日時：平成２５年７月１８日（木） 

       Ⅰ部 １８時００分～１９時１０分   Ⅱ部 １９時２０分～２０時４０分 

・ 場所：前橋市商工会議所（２階 ローズの間及びサクラの間） 

・ 内容：群馬大学医学部附属病院からの各種活動報告，意見交換等 

 

重粒子線医学センターからのお願い 
診療を円滑に行うため，初診予約時に画像資料と組織標本（プレパラート）のご準備をお願いいたし

ます。 

重粒子線医学センター外来の初診予約は完全予約制となっておりますので，医療機関より FAX に

てお申し込みをお願いいたします。 

 

初診予約枠の変更について 
初診予約をお取りできる曜日が以下のとおり変更となりました。 
・産科婦人科    産 科        月・火・木・金 
          婦人科（一般）    月・水・金 
          婦人科（不妊症外来） 月・金 
・重粒子線医学センター  月～金（疾患により曜日を指定させていただく場合があります。） 

平成 25 年 6 月              群大病院地域連携だより第 16 号              （3） 
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平成 25 年 6 月              群大病院地域連携だより第 16 号              （4） 
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相談支援センターのご案内

患者さんやご家族のご相談をお受けしています。 

●たとえば、こんなときにご相談下さい。 

 
 
 
 
 
 

         

このようなことなど、療養中のことでご相談をご希望の方は、お近くのス

タッフ（医師・看護師等）へお話しいただくか、相談支援センター受付カウ

ンター（本館１階 会計窓口の反対側）へ直接おこしください。ソーシャル

ワーカーや担当の職員が皆様のお話を伺い、一緒に考え、課題の解決のお手

伝いをさせていただきます。なお、直ちに相談をお受けできない場合があり

ます。その際は、相談日時の予約をとらせて頂きます。 

 

●相談受付時間 月曜日～金曜日午前 9：00～午後 4：30（土日祭日除く） 

※土曜日は、事前予約のみ 9：00～11：30 

前橋赤十字病院  相談支援センター 

０２７－２２４－４５８５（内線 2511・2512） 

 

医療費について

心配がある 

療養や今後の

生活のことに

不安がある 

病気につい

て不安なこ

とがある 

がんについて心

配なことがある 

社会福祉、社会保

障制度について

知りたい 

高次脳機能障害に

ついて知りたい 
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退院支援のご案内

～退院後の生活が心配な方へ～ 
 ●たとえば、こんなときにご相談下さい。 
 
            

 
 

  

 

 

 このようなご心配がある方は、相談支援センターソーシャルワーカーと

退院支援室看護師がご相談に応じます。ご希望がありましたら、お近くのス

タッフ（医師・看護師等）へお話しいただくか、相談支援センター受付カウ

ンター（本館１階 会計窓口の反対側）へ直接おこしください。退院後の生

活についてお話を伺い、一緒に考え、安心して退院できるよう支援します。

なお、直ちに相談をお受けできない場合があります。その際は、相談日時の

予約をとらせて頂きます。 

●相談受付時間 月曜日～金曜日午前 9：00～午後 4：30（土日祭日除く） 

※土曜日は、事前予約のみ 9：00～12：00 

前橋赤十字病院  相談支援センター・退院支援室 

０２７－２２４－４５８５（内線 2511・2512・2517） 

 

自宅での介護

が不安 

病院や介護

の施設のこと

を知りたい 
 

自宅で受けら

れる介護サー

ビスを知りた

い 

家に帰れる

か心配 
 

退院後の医療処置

ができるか心配 
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B
：
広
報
誌
（
年

3回
発
行
）
 

１
枚
目

 
２
枚
目

 
３
枚
目
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関
係
者
各
位
 

平
成
２
５
年
度
 

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
 

  

今
回
は
「
医
療
費
の
制
度
」
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

こ
の
機
会
に
、
医
療
費
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
 

資
料
の
準
備
の
都
合
上
、
６
月
３
日
（
月
）
ま
で
に
参
加
者
名
簿
の
送
付
(気
送
子

G-
12
)を
お
願
い
し
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
 
時
：
 
平
成
２
５
年
６
月
６
日
（
木
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
時
 
間
：
 
１
８
時
～
１
９
時
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
場
 
所
：
 
東
館

2
階
 
TV
カ
ン
フ
ァ
室
 

 

講
 
師
：
 
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
 
MS
W
藤
吉
 

  

発
行
：
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
 B
：
勉
強
会
ち
ら
し

 
平
成

25
年
度

 
5月

30
日

「
退
院
支
援
に
つ
い
て
」
 

6月
6日

「
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
」
 

7月
4日

「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」
 

10
月

3日
「
怒
り
」
事
例
検
討

 
11
月

21
日

「
地
域
連
携
」
 

関
係
者
各
位

平
成
２
５
年
度

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
勉
強
会
の
お
知
ら
せ

『
退
院
支
援
・
い
つ
や
る
か
？

 

今
で
し
ょ
！
』

 
 

 
 

 
 

退
院
支
援
は
、
意
思
決
定
支
援
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
例
を
交
え
な
が

ら
具
体
的
な
お
話
を
す
る
予
定
で
す
。
入
院
前
の
外
来
か
ら
治
療
に
よ
る

変
化
を
共
有
し
て
退
院
後
の
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で

す
。
病
棟
だ
け
で
は
な
く
外
来
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

      

資
料
の
準
備
の
都
合
上
、

5
月
２
７
日
（
月
）
ま
で
に
参
加
名
者
人
数
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

発
行
：
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
１
７
５
）

日
時
：
平
成

25
年
５
月

30
日
（
木
）

 

時
間
：

18
：

00
～

19
：

00
 

場
所
：
東
館

2
階

 
テ
レ
ビ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
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「
い
こ
い
の
場
」
参
加
申
し
込
み
書

 
１
．

参
加
さ
れ
る
方
の
お
名
前

 
２
．

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 
・
診
察
券
の
番
号

 
・
病
名

 
・
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
ま
し
た
か

 
３
．
現
在
、
何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

B
：
患
者
サ
ロ
ン
「
い
こ
い
の
場
」
 

平
成

25
年
度

 
   
開
催
頻
度
：
毎
月

1回
 

 
開
催
時
間
：
3時
間

 
 対
象
者
：
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
通
院
患
者
・
家
族

 
 
内
容
：
語
り
合
い
、
情
報
交
換
、
小
講
義
（
奇
数
月
）
 

 小
講
義
：
「
こ
こ
ろ
の
変
化
」
「
自
分
の
力
」
「
笑
い
ヨ
ガ
」
 

「
栄
養
に
つ
い
て
」
「
音
楽
」
「
リ
ハ
ビ
リ
」
な
ど
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・
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
外
側
） 



41

二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
内
側
） 

・
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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B・
C：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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B・
C
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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B
・
C
：
広
報
誌

 
二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
外
側
） 

二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
内
側
）
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B
・
C
：
広
報
誌

 
二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
外
側
） 

二
つ
折
り
タ
イ
プ

 
（
内
側
） 
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C
：
勉
強
会
ち
ら
し

 
が
ん
セ
第

号
 

平
成
２
５
年
５
月
１
３
日

 
 訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長

様
 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

 
病
院
長

田
中
洋
一

 
（
公
印
省
略
）

 
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
合
同
学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

 
 
時
下
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
さ
て
、
下
記
の
日
程
で
、
学
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
と
は
存
じ
ま
す
が
、
貴
所
職

員
の
参
加
に
つ
き
ま
し
て
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

記
  

１
．
日
時

平
成
２
５
年
６
月
２
０
日
（
木
）
１
８
：
０
０
～
１
９
：
３
０

 
 

２
．
場
所

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

講
堂

 
 ３
．
テ
ー
マ
お
よ
び
講
師

 
テ
ー
マ

「
管
理
困
難
な
ス
ト
ー
マ
お
よ
び
瘻
孔
ケ
ア
」

 
講
師

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

赤
坂
和
美
様

 
 ４
．
申
し
込
み
方
法

 
参
加
申
し
込
み
は
、
事
業
所
名
お
よ
び
参
加
者
名
を
下
記
の
欄
に
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
６
月
１
３
日
ま
で
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 
  【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
合
同
学
習
会
申
し
込
み
書
】

 
事
業
所
名

 
 参
加
者
氏
名

 
 連
絡
先

 
 FA

X
番
号

 

 

 担
当
：
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

小
林
美
智
子

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
８
－
７
２
２
－
１
１
１
１
（
内
線
３
１
７
９
）

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
８
－
７
２
３
－
０
８
５
１

 

院
外

 
平
成

25
年
度

が
ん
看
護
公
開
講
座
開
催

 
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
対
象
）
 

第
1回

6月
20
日

「
管
理
困
難
な
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
 

瘻
孔
ケ
ア
に
つ
い
て
」
 

第
2回

7月
20
日

「
が
ん
性
疼
痛
看
護
・
 

が
ん
患
者
の
心
の
ケ
ア
」
 

第
3回

未
定

 「
終
末
期
ケ
ア
」
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
「
家
族
ケ
ア
」
 

第
4回

未
定

 「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」

 

院
内
・
院
外
合
同

 
（
院
内
職
員
、
各
拠
点
病
院
、

 
北
足
立
郡
市
医
師
会

 
県
内
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

11
月

21
日

「
地
域
連
携
」
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                                     救急・面会入口 
                                          

                                   救急・面会入口 
                                             
                                              

 
 
 

◆ 治療・疾患・検査等についてよく分からない 

◆ セカンドオピニオンについて知りたい 

◆ 本人・家族の精神心理的な不安・苦痛について相談したい 

◆ 手術や抗がん剤治療などの費用について知りたい 

◆ 家族としてできる限りのことがしたい 

◆ 退院が決まったが、自宅での介護・療養・看護ができるのか不安 

◆ がん患者サロンについて知りたい・参加したい 

◆ 緩和ケアについて知りたい 

◆ アスベストによる肺がん及び中皮腫に関する相談 

◆ ＨＴＬＶ－１（ヒトＴ細胞白血病ウィルス）感染に関する相談 

当院では、『がん対策基本法』及び

『がん対策推進基本計画』による、

厚生労働省より指定されたがん診

療連携拠点病院として、地域の皆

さまのがんについての相談を実施

しております。 

       

当院の相談室では、がんと診断され治療を受けて

いる方やがんかもしれないと言われ検査を受けて

いる方などの、がんに関する様々な不安や悩みに

ついて専従の看護師とソーシャルワーカーがお話

を伺い、一緒に問題解決していくお手伝いをして

おります。 

一人で悩まずにお気軽にご相談ください。 

 

＊ 国立がんセンターがん対策情報センターによる研修を

修了した専門のスタッフが対応します。 

＊ 相談内容についての秘密は厳守します。 

＊ 相談は無料です。 

◆場 所：西棟 １階 「相談支援室内」  

◆時 間：月曜日～金曜日 8 時 30 分～17 時 15 分

◆受 付：面談、電話での相談ができます。 

予約がなくても相談は可能ですがお待たせ

してしまう場合があります。 

事前にご連絡頂けると幸いです。 

◆ 電 話：０４８－７３５－１２６１（代表）

（内線 ７２５８・７２４３・７３９５）

 

外
来
化
学
療
法
室 

外
来
師
長
室 

地
域
医
療
連
携
室

相
談
支
援
室 

在
宅
医
療
推
進
室 

 

救
急
外
来 
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サロン開催日時 ミニレクチャー内容

１４：００～１５：００

対象者： がん患者さんまたはご家族
（途中の出入りもご自由です)

会場：患者図書室 ふくろうの森

申込み・問合せ先 (がん診療連携拠点病院）

春日部市立病院 相談支援室 担当：藤井・入田

平成25年 ５月24日（金）家族としての支え方 緩和ケア認定看護

平成25年 ９月27日（金）からだの痛み 緩和ケア認定看護

平成25年 ７月26日（金）化学療法についてＱ＆Ａ がん化学療法認定看護師

平成25年 11月22日（金）こころの痛み 臨床心理士

平成26年 １月24日（金）治療費と制度 MSW（社会福祉士）

平成26年 ３月28日（金）食事の工夫 NST(栄養士）
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地域包括支援センターの勉強会 

春日部市立病院相談支援室
～がん相談と終末期における

地域連携の現状～

平成25年5月29日（水）

春日部市立病院 相談支援室

看護師 医療福祉連携士 藤井

 

 

 平 成 2 ４ 年 度
地 域 ケ ア ミ ー テ ィ ン グ

の ご 案 内

日 時 ：平 成 ２５ 年 ２月 ２ ８日 （木 ）
1 8 ： 0 0 ～ 1 9 ： 0 0

場 所 ：春 日 部 市 立 病 院
健 診 セ ン タ ー Ｃ 室

対 象 ：訪 問 看 護 師 、 ケ ア マ ネ 、当 院 ス タ ッ フ 等

内 容 ：１ ． 事 例 検 討 会
「 が ん 終 末 期 患 者 の 在 宅 ケ ア に お け る 連 携 」

２ ．在 宅 支 援 者 と の 情 報 交 換

主 催 春 日 部 市 立 病 院
地 域 ケ ア 病 診 連 携 推 進 委 員 会

担 当 相 談 支 援 室



50

が
ん
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
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B
：
院

内
連

携
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
資

料

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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B
：
院
内
連
携
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
資
料

病
院

案
内

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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B
：
院

内
連

携
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
資

料

医
療
費
助
成
制
度
の
案
内
に
関
す
る
小
冊
子
を
作
成
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B
：
院

内
連

携
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
資

料

ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
ガ
イ
ド
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C
：
院

外
連

携
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
資

料

病
院
ニ
ュ
ー
ス
に
療
養
生
活
に
役
立
つ
記
事
を
掲
載
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C
：
院

外
連

携
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
資

料
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
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C
：
院
外
連
携
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
資
料

市
民
公
開
が
ん
医
療
講
座

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
も
相
談
会
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
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「
が

ん
を

も
っ

と
知

ろ
う

」
が
ん
啓
蒙
冊
子

（
全

48
ペ
ー
ジ
）

外
来
に
て
患
者
さ
ん
に
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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日 程：7 月 17 日（水） 

場 所：がん情報コーナー 

（病院中央のエスカレーター下） 

時 間：10：00～12：00 
                ＊参加費は無料です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

がん相談支援室（中央採血室近くにあります） 

TEL ０４８－２５３－８９４１ 平日１０：００～１５：００ 

キャンサーサポート 

「Can サロン」は、がんの体験者とご家族をサポートする会です。 

がんの診断を受け心配ごとや悩みをひとりで抱えていませんか？ 

治療の副作用症状に辛さを感じていませんか？ 

がんの体験者が同じ立場で 

お話を伺います。

また、同じ立場同士で交流が 

深められる場となります。 

7/17（水）開催いたします。 
＊お気軽にお立ち寄りください。
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日 程：5 月 27 日（月） 

場 所：病院 3 階 会議室 1 

時 間：13：00～14：00 

内  容：お薬の飲み方 Q＆A 

         当院 薬剤師 鈴木貴之 

     茶話会 

                 ＊参加費は無料です 

    

                  
 

済生会川口総合病院では、がんと共に歩んでいる、患者さんとご家族を支援する 

サポートシステム キャンサーサポート りぼん という会があります。 

5 月・11 月に開催を予定しています 

 

今回は、お薬について当院の薬剤師からお話をうかがいます。 

また、参加者の皆さまからのお薬で疑問に思っていることについてもお答えします。 

そのあと、参加者との交流を深めるための茶話会を予定しています。 

       参加費は無料です。ご興味のある方は、参加してみませんか。 

 
  
 

 

 

 

 

 

お申し込み方法 

  がん相談支援室 ０４８－２５３－８９４１ 平日１０：００～１５：００にお電話ください。 

＊がん相談支援室に直接お越しいただき、申込みも可能です。 

 

 

 

 

 

                           

                          

 

 

                               

   入口 

 

                

がん情報 

コーナー 

医事課 

中央採血 

採尿室 

入
退
院
受
付 

コンビニ 

ポプリ 

エスカレーター

受付・会計 

がん相談 

支援室 

総合 

案内 

ドトール 

 

正
面
玄
関 

お申し込みは
コチラへ 

主催：済生会川口総合病院 がん相談支援室 



61

報
告

地
域

連
携

・
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

体
制

と
業

務
内

容

地
域

連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

杉
崎

か
お
る

1
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地
域

連
携

・
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

あ
ゆ

み

•
平

成
1
2
年

4
月

「
地

域
医

療
連

携
室

」
設

置

「
地

域
医

療
連

携
だ
よ
り
」
の
発

行
開

始

「
地

域
医

療
連

携
学

術
講

演
会

」
開

催

•
平

成
1
9
年

1
月

都
道

府
県

が
ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の
指

定

•
平

成
1
9
年

4
月

「
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
設

置

•
平

成
2
0
年

4
月

退
院

調
整

看
護

師
配

置

•
平

成
2
4
年

4
月

「
地

域
連

携
・
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
設

置

2
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職
員

体
制

•
地

域
連

携
・
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
長

（
副

院
長

）

•
副

セ
ン
タ
ー
長

（
看

護
師

長
）

•
M
S
W

1
名

•
臨

床
心

理
士

1
名

•
が
ん
看

護
専

門
看

護
師

1
名

•
退

院
調

整
看

護
師

1
名

•
事

務
員

（
6
時

間
）

2
名

•
ク
ラ
ー
ク

1
名

＊
H
2
5
・
４
月
か
ら
M
S
W
1
名
増
員
予
定

3
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地
域

連
携

・
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

１
．
外
来
診
療
予
約

外
来
予
約
業
務
・
・
・
診
療
依
頼
、
検
査
等
依
頼
、
逆
紹
介

返
信
業
務
等
の
文
書
管
理

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
依
頼
・
実
施
報
告

２
．
医
療
相
談 が
ん
相
談

医
療
福
祉
相
談

心
理
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

退
院
支
援

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

院
内
患
者
会
の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

３
．
地
域
医
療
連
携
講
演
会
・
報
告
会
等

４
．
広
報
活
動 「
地
域
医
療
連
携
だ
よ
り
」
の
発
行

（
年
5
回
）

4
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本
日

の
紹

介
内

容

１
．
予
約
業
務
・
・
・
外
来
診
療
予
約
件
数
（
F
A
X
受
付
件
数
）

２
．
医
療
相
談
業
務
・
・
・
相
談
内
容
・
件
数

３
．
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
・
・
・
種
類
・
件
数

４
．
患
者
会
に
つ
い
て

５
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
に
つ
い
て

5
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１
．

外
来

診
療

予
約

業
務

31
6

34
5

34
1

37
4

34
3

34
0

38
5

36
7

28
2

29
8

32
9

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

件 数

F
A
X
受
付
件
数

（
月

別
）

22
年
度

23
年
度

24
年
度

6



67

1
0
4

1
9

1
1

0
0

9

4

1
5

3
1

5

2
2

2
4

2
0

3

3
7

9
7

1
9

2
1

0
1

1
3

3

2
4

1
0

1

2
4

3
2

2
6

9

4
3

02040608010
0

12
0

各
科
病
診
予
約
件
数

（
H
2
4
年
4
月
・
9
月
）

4
月

9
月 7
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２
．

医
療

相
談

業
務

医
療
相
談
件
数

4
7
1

5
5
3

5
8
3

6
1
3

6
3
7

5
6
7

6
2
6

6
1
7

5
6
1

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

医
療
相
談
件
数

22
年

度

23
年

度

24
年

度

8
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２
．

医
療

相
談

業
務

医
療

相
談

件
数

9

47
1

55
3

58
3

61
3

63
7

56
7

62
6

61
7

56
1

56
1

56
4

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

医
療
相
談
件
数

22
年
度

23
年
度

24
年
度
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医
療
相
談
内
容

2
2
5
6

1
2
5

1

6
2
0

3
0
5

5
4
9

1
3
6
7

5
5
9

1
7
7
6

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

2
2
年

度

2
3
年

度 10
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３
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

平
成
2
3
年
度
　
5
大
が
ん
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
件
数

肺
胃

肝
大
腸

乳
合
計

5
件

9
件

0
件

0
件

1
8
3
件

1
9
7
件

平
成
2
3
年
度
　
脳
血
管
パ
ス
件
数
　
　
　
8
件

が
ん
パ
スの

場
合
、対

象
医
療
機
関
は
原
則
とし

てが
ん
地
域
連
携
パ
スを

共
有
し、

パ
ス

が
ん
連
携
医
療
の
届
け出

を行
った

機
関
を対

象
にし

てい
る。

11
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４
．

患
者

会
（

病
院

が
関

わ
っ

て
い

る
グ

ル
ー

プ
）

名
称

対
象

さ
つ
き
会

当
院
受
診
中
の
前
立
腺
が
ん

ひ
ま
わ
り
会

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
な
ど
の
O
P
後
リ
ン
パ
浮
腫

オ
ー
ク
の
会

小
児
が
ん
体
験
者
の
会

い
や
し
の
会

が
ん
患
者
の
茶
話
会

糖
尿
病
友
の
会

糖
尿
病
患
者
（
栄
養
課
が
連
絡
先
）

新
声
ト
キ
の
会

当
院
受
診
中
の
喉
頭
が
ん
患
者

が
ん
の
子
供
を
守
る
会

小
児
が
ん
患
者
の
家
族
会

12
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患
者

会
（

独
立

し
た

会
）

名
称

対
象

美
鈴
会

喉
頭
全
摘
し
た
患
者

雪
椿
友
の
会

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持
つ
方

胃
友
の
会

胃
が
ん
患
者
（
事
務
局

当
院
）

あ
け
ぼ
の
会

乳
が
ん
手
術
体
験
者

13

案
内

は
セ
ン
タ
ー
で

作
成

し
院

内
に
掲

示
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５
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

状
況

名
称

名
称

あ
か
ね
文
庫

遊
び
相
手
・
遊
び
環
境
整
備

巡
回
図
書
サ
ー
ビ
ス
「
あ
か
ね
文
庫
」

遊
び
相
手
「
ま
ん
ま
る
の
会
」

「
か
ら
だ
の
図
書
館
」
医
療
情
報
提
供

琴
教
室

総
合
案
内
ア
シ
ス
タ
ン
ト

子
守
り

院
内
保
育
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

学
習
支
援

院
内
保
育
サ
ポ
ー
ト
「
き
ら
ら
」

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン

14
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ご
静

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

一
同

15
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医療ソーシャルワーカー・がん看護専門看護師・臨床心理士など、専門の

相談員がお話をうかがい、ご一緒に解決のための方法を考えます。 

お一人で悩まずご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守ります。 

 

相談内容 

医療、福祉、心理、看護などの相談 

たとえばこんな時・・・や治療、症状などのこ

とについて相談したい。 

・ 退院と言われたが、介護の必要な患者の世話ができるだろうか。 

・ 病気のことが不安でたまらない。話を聞いてほしい。 

・ 心配事があるが、どこに相談したらいいかわからない。  

・ 介護保険のこと、身体障害者手帳のこと、障害年金のことなどについて知りたい。 

・ 施設やほかの病院への転院について相談したい。  

・ 退院後、職場や学校でうまくやっていけるだろうか。  

・ 医療費や生活費が心配。  

               ・・・どうぞお気軽にご相談ください。 

受付時間・場所 

・受付時間 

月曜日から金曜日(祝日除く)の午前８時３０分から午後５時まで。 

※ご予約いただくとお待たせいたしません。直接またはお電話でお申し込

みくださるか、看護師などを通じてご連絡ください。ご希望いただけれ

ば、病室にもおうかがいいたします。 

・場所 

2 階売店の近くにあります                       

 

 
 

電話番号 

０２５－２６６－５１６１（直通） 
０２５－２６６－５１１１（代表） 
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 相談支援センターのご案内 

 

当院では、患者さんやご家族の方の医療相談に応じるため、相談体制を充実した「相談支援センター」を設置して

います。 

医療ソーシャルワーカー・がん看護専門看護師・臨床心理士など、専門の相談員がお話をうかがい、ご一緒に解決

のための方法を考えます。 

お一人で悩まずご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守ります。 

 

相談内容 

医療、福祉、心理、看護などの相談 

 

たとえばこんな時・・・ 

 

・ 病気や治療、症状などのことについて相談したい。 

・ 退院と言われたが、介護の必要な患者の世話ができるだろうか。 

・ 病気のことが不安でたまらない。話を聞いてほしい。 

・ 心配事があるが、どこに相談したらいいかわからない。  

・ 介護保険のこと、身体障害者手帳のこと、障害年金のことなどについて知りたい。 

・ 施設やほかの病院への転院について相談したい。  

・ 退院後、職場や学校でうまくやっていけるだろうか。  

・ 医療費や生活費が心配。  

                

 

 

 

 

・・・どうぞお気軽にご相談ください。 

受付時間・場所 

・受付時間 

月曜日から金曜日(祝日除く)の午前８時３０分から午後５時まで。 

※ ご予約いただくとお待たせいたしません。直接またはお電話でお申し込みくださるか、看護師などを通じて

ご連絡ください。ご希望いただければ、病室にもおうかがいいたします。 

・場所 

2 階売店の近くにあります。 

 

                                      

 

電話番号 

０２５－２６６－５１６１（直通） 

０２５－２６６－５１１１（代表） 
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新潟県立がんセンター新潟病院

地域医療連携だより
平成 年１月

年頭のご挨拶 院長 横山 晶

明けましておめでとうございます。

皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。あわ

せて、昨年中の当院の地域医療連携事業に対する多大なご支援に厚く御礼申し上げます。

今年の干支は「癸巳（みずのとみ、きし）」と言っていつまでも冬眠から目覚めないよ

うな、怠け者の蛇だそうです。しかし巳（へび）は脱皮して再生する生物で、再生の象

徴でもあり、震災復興３年目が少しでも明るい良い年になることを願っております。

さて、当院では昨年、地域医療連携室と相談支援センターを一体化し地域連携・相談

支援センターを稼働させました。まもなく地域医療連携室と相談支援センターは居室も

統合されてリニューアルされますので、患者さんに対する前方・後方支援がより円滑に

なるとともに、患者さんをご紹介頂いた先生方への迅速な診療情報の提供が可能になる

と確信しております。連携医療機関の先生方におかれましては、気軽に地域連携・相談

支援センターをご利用下さいますようよろしくお願い申し上げます。

当院では、昨年末に が増設され２台体制となりました。今年は検査の予約待ち時

間の短縮が期待できますので気軽にご利用いただければ幸いです。

昨年、当院は新潟県歯科医師会と医科歯科医療連携事業を開始しました。口腔ケアが、

がん治療に伴う口腔合併症の予防と軽減につながり、がん治療の経過や予後に大きく関

わることが種々の研究で明らかになっています。現在、歯科医師を対象とした研修会が

開始されており、今後の県域レベルでの展開が期待されます。

いまや、がんは誰にとっても身近な問題であり、新しいがん治療の目標はこれまでの

「命を救う」から「元の暮らしを取り戻す」ことになっています。抗がん剤治療や手術

だけで終わるのではなく、その後の社会復帰までのフォローが求められているわけです。

地域医療連携においては、病病、病診、在宅医療、介護そして患者・家族の会などとの

役割分担とネットワーク形成が益々重要になってきます。

今年も「断らない」をモットーに先生方との連携を大切にしてまいりますので、ご支

援のほどよろしくお願い申し上げます。

今年一年の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせて

いただきます。
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新年あけましておめでとうございます。

日頃より当院の地域連携・相談支援センターへのご協力とご支援を賜り感謝申し上げ

ます。

作年の４月から、「地域連携・相談支援センター」の組織が新体制となりましたが部屋

が分かれての業務でしたので、連携先の医療機関の先生方や福祉施設の皆様方には、情

報提供等の対応で大変ご不便をおかけいたしておりました。この２月からは地域連携と

相談支援センターが一緒の部屋での業務となりますので、様々なお問い合わせには迅速

に対応できるよう体制を整えていきたいと思っております。連携医療機関の皆様方との

より一層の顔の見える連携が可能になることで、患者様とそのご家族様にとって満足の

できる機能を発揮したいと考えております。

現在相談支援センターの医療相談件数は、月平均 件前後で昨年度より増えてお

り、相談内容はがん相談や転院相談、福祉制度の説明や心理的な問題等で、最近は緩和

ケア病院等への転院相談や在宅支援の相談も増えてきております。病診予約は年々件数

が増え、今年度は月平均 件、多い月で 件の依頼がきております。また検査の

依頼も多くなり、現在県内に１台しかない の依頼は、多い月ですと 件に上

り 件数の約 割は病診での予約となっております。

これからも、都道府県がん診療連携拠点病院としての地域連携・相談支援センターの

役割と機能の充実を目指してまいりますので、今後とも何卒よろしくお願い申し上げま

す。

職員は、丸山センター長（副院長）をはじめ ・臨床心理士・

がん看護専門看護師・退院調整看護師・事務員の総勢 名の部署です。

（文責 杉崎 かおる）

地域連携・相談支援センターの紹介
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小児科で活躍するボランティアさんの紹介

当院の小児科には、いくつかのボランティア団体が活躍して

いますのでご紹介します。

ボランティア保育「たんぽぽ」のみなさんは、未就学児 歳

～ 歳 のための保育 有資格者による を、月曜から金曜の午前

中 ： ～ ： まで行っています。「たんぽぽ」は平成

年 月から活動を始めた歴史あるボランティア団体です。

もともとは、就学前教育の必要性を訴えた母親たちの声と、子

どもと一日中ずっと一緒に過ごしているお母さんたちを、少し

でもラクにさせたいという当院小児科の浅見 の声かけで、

週に一回から開始しました。現在では週に五回へと拡大してい

ます。

「たんぽぽ」と連携してボランティアをおこなっているのが「きらら」 きららは元患

者さんのお母さんたちの集まりです です。「きらら」のみなさんの活動は「たんぽぽ」

のみなさんの使うおもちゃや教材作り、そして材料費の援助などです。

小児科病棟にはプレイルームという子ども

たちが遊べるスペースがあり、毎回「きらら」

のみなさんの手作りおもちゃや「たんぽぽ」

のみなさん達が自身で工夫したいろいろな小

道具を持参して、季節に合わせた保育を楽し

くおこないます。歌を歌ったり、お遊戯をし

たり、お絵かきをしたり、おままごとをした

り、子どもたちは目を輝かせて保育に参加し

ます。つらい治療に耐えている子供たちの顔

が、ぱっと笑顔になると、「やっていて良かっ

たなー」と思うそうです。小児科の大きな行

事として夏祭り、クリスマス会があり、オー

クの木 小児がん体験者の会 がボランティア

で主催します。その場でも「たんぽぽ」さん、

「きらら」さん達が活躍しています。

（文責 臨床心理士 名和 淳）
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新潟県立がんセンター新潟病院 地域連携・相談支援センター（地域連携部門） 

ＴＥＬ：025-234-0011  FAX：025-234-0022  受付時間 月～金 8：30～17：30 

地域連携・相談支援センターを通して予約した場合、原則として予約日当日に行える検査 

ＣＴ、 腹部超音波、 ＭＲＩ、 食道・胃・十二指腸内視鏡、 PET-CT 

時間外の FAX については、平日夜は翌朝、金曜夜から日曜は月曜の朝にお返事申し上げます 

科  曜 日 月  火 水 木 金

４０１診  Ｄ 張　高明   Ｄ 廣瀬　貴之   Ｂ 林　芳樹

４０２診  Ｃ 高山　亜美  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 石黒　卓朗  Ｄ 今井　洋介

５０１診  Ｃ 大倉　裕二  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行

５０２診
 Ａ 青柳(午前)
 Ａ 加藤(午後)

 Ｅ 大山  泰郎  Ａ 加藤　俊幸  Ｅ 大山  泰郎  Ｂ 阿部　徹哉

６０１診  Ｂ 横山　晶  Ａ本山/栗田（隔週）  Ｂ 阿部　徹哉  Ａ 栗田　聡  Ｂ 田中　洋史

６０２診  Ａ 本山　展隆  Ａ 船越　和博  Ａ 佐々木　俊哉  Ａ 船越　和博  Ｃ 高山　亜美

２０１診  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 樋浦　徹  Ｂ 馬場　順子

 Ａ 佐々木　俊哉  Ａ 青柳　智也  Ａ 船越　和博  Ａ 加藤　俊幸  Ａ 本山  展隆

 Ｂ 阿部　徹哉  Ｂ 林　芳樹  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 馬場　順子  Ａ 栗田　聡

 Ｆ 谷　長行  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 高山　亜美  Ｂ 樋浦　徹

 Ｄ 石黒　卓朗  Ｅ 大山　泰郎  Ｄ 廣瀬　貴之  Ｄ 張　高明

１　診 浅見　恵子 小川　淳 渡辺　輝浩 小川　淳

２　診 渡辺　輝浩

１　診 佐藤　信昭（乳腺） 梨本　篤（胃） 土屋 嘉昭（肝胆膵） 中川　悟（食道） 瀧井 康公（大腸）

２　診 金子　耕司（乳腺） 藪崎　裕 （胃） 野村　達也（肝胆膵） 松木　淳（胃） 丸山　聡（大腸）

３　診 福本　将人 會澤　雅樹 神林　智寿子（乳腺） 番場/大澤（交替） 中山/西垣（交替）

予防ｾﾝﾀｰ乳腺 金子/長谷川 佐藤　信昭 神林　智寿子 佐藤/神林（交替）

吉谷　克雄 小池　輝明
篠原 博彦（午前）
吉谷 克雄（午後）

小池　輝明
 篠原（1,3,5週）
 吉谷（2,4週）

新　患 （交替で診察） 畠野　宏史 小林　宏人 守田　哲郎 村井　丈寛

再　来 守田　哲郎 交替・予約患者のみ 村井　丈寛 畠野　宏史 小林　宏人

原山　尋実 二宮　格 原山　尋実 原山　尋実

１　診 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫 高橋　英明 高橋　英明

２　診 高橋　英明 高橋　英明 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫

１　診 児玉　省二 本間　滋 笹川　基 菊池　朗 本間　滋

２　診 笹川　基 菊池　朗 菊池　朗 児玉　省二 笹川　基

３　診 児玉　省二 本間　滋 本間　滋 児玉　省二

新　患 竹之内　辰也 高塚　純子 竹之内　辰也 林　良太 高塚　純子

再　来 高塚　純子 竹之内　辰也 竹之内　薫子 高塚　純子 竹之内　辰也

１　診 北村　康男
小林（1,3,5週）
 北村（2,4週）

斎藤　俊弘 斎藤　俊弘 北村　康男

２　診 小林　和博
信下（1,3,5週）
 斎藤（2,4週）

小林　和博 信下　智広 信下　智広

原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭

１　診 佐藤　雄一郎 山﨑　洋大  佐藤　雄一郎 佐藤　雄一郎

２　診 小木　学 小木　学  山﨑　洋大 小木　学

１　診 杉田　公 杉田　公 杉田　公 松本　康男 松本　康男

２　診 松本　康男 松本　康男 松本　康男 杉田　公 杉田　公

齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之

※ 変更となる場合がございますので、事前にご確認ください。（電話：025-234-0011）

＊乳腺外科については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

＊2012年（平成24年）4月より耳鼻咽喉科の名称を変更しました。

脳神経
外科

＊整形外科は完全紹介制となりますので、あらかじめご了承願います。

外
　
科

 浅見　恵子(～11:00)

 長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来

 　　　　　(11:00～)

＊婦人科３診については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

神 経 内 科

整形
外科

呼吸器外科

放射線
治療科

＊新患については紹介状が必要となりますので、あらかじめご了承願います。

泌尿
器科

頭頚部
外科

婦人
科

新潟県立がんセンター新潟病院　2013年（平成25年）1月外来診療予定表

Ａ：消化器　　Ｂ：呼吸器　　Ｃ：循環器　　Ｄ：血液　　Ｅ：内分泌　　Ｆ：糖尿病

1月1日現在

内
　
　
　
　
　
　
科

小児
科

＊なお火曜日の再来は、予約患者の診察のみとなります。

新　患

(2診体制)

＊新患は２名の医師が担当します。当日の担当医についてはお問い合わせください。

緩和ケア科
＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。

＊木曜日の新患依頼は対応できない場合がございます。ご了承願います。

眼　　科

丸山　洋一　、　高田　俊和　、　冨田　美佐緒　（　月～金　予約可能　）

皮膚
科

麻　酔　科
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   県立病院ニュース 
病 院 に 関 係 す る 全 て の 人 か ら 信 頼 さ れ る 病 院 を 目 指 し て 

第１２９号 平成２４年１２月 病院局発行 

 

 

 

今年度の４月から、当院の「地域連携・相談支援センター」の組織が新体制になり 

ました。 

昨年度までは、「地域連携室（病診予約）」で経営課医事部門に所属されていた委託の職員 2 名が主

に地域の病院、診療所から依頼のあった外来の予約や逆紹介の手続きを行い、都道府県がん診療連携拠

点病院の指定時に新たな体制となっていた「相談支援センター」で、患者相談、前方・後方連携、

退院支援、地域連携パスの地域への紹介、患者会への支援、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連携などを行っていました。 

今回、その組織が統合されたことで患者さんの窓口が明確になりました。また、連携医療機関や地域

の福祉施設とより一層の顔の見える関係を築き、連携機関の利便性を向上させるとともに、患者さんと

その家族に満足していただける機能を発揮したいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

構成メンバーは、丸山センター長（副院長：兼務）、杉崎副センター長（看護師長）、名和臨床心理士、

神保 MSW、柏木がん看護専門看護師、石田副看護師長（退院調整）、事務員の笠原、岩崎、鈴木の 9

名で、昨年度に比べ看護師が 1 名増員となってスタートしました。これまでそれぞれの業務を、地域

連携室は 1 階の医事課で、相談支援センターは以前からある２階の医療相談室で行っていましたが、

今後は、地域連携室（病診予約）と相談支援センターが一緒に業務のできる部屋を確保する予定ですの

で、より一層地域連携の充実が可能になると思っています。 

今年度の相談件数は、4 月から 10 月までの 7 か月間で月平均 579 件あり、昨年度に比べ 1.5 倍

に増えています。主な援助内容は多い順に、①転院相談（他院・緩和ケア病院等）②退院に関する援

助③心理的問題（疾病・治療に対する不安等）に関する援助④福祉制度関係となっています。 

病診予約は年々件数が増え、今年度は月平均 349 件、多い月で 385 件の依頼がきています。検査

の依頼も多くなっています。中でも、現在県内に１台しかない PET-CT の依頼は多い月は 54 件に上

り、全予約の 3 割以上が当センターで行うものとなっています。 

これからも、都道府県がん診療連携拠点病院の地域連携・相談支援センターとしての 

役割と地域住民の方々の満足度が向上できるような機能の充実を目指していきます。 

                                          （杉崎 かおる） 

丸山センター長→ 

地域連携・相談支援センターの充実 

 

信頼される病院づくりキャンペーン 24 取り組み事例 

がんセンター新潟病院 
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11 月 3 日（土）13 時から、『第６回 県立リウマチセンター市民公開講座 in 新潟「リウマチ治療

の現在（いま）未来（これから）」』を新潟市中央区の新潟ユニゾンプラザで開催しました。 

各方面に広報してはいるものの、肝心の新潟市 

の広報に掲載することができないなかで、当日参

加してくださる方がどれくらいいるのか開催す

る側としてはとても心配していました。けれども

ふたを開けてみれば、杞憂に終わり、結果的には

100 名あまりの参加者を迎えることができ、ま

た、病院からも多数のボランティアスタッフも参

加して想定外（！）の盛大なものになりました。 

 公開講座の内容は、事前に予約された方を対象

としたミニ診察と相談〔右上写真〕、それと予約

不要の講演会としました。 

ミニ診察と相談は、リウマチ専門医によるミニ診察、薬剤師によるお薬相談、リハビリ技師による患

者向け福祉用具の紹介や相談などの内容です。さらにスタッフの奮闘により、当日は予約なしの方でも

積極的に受け付け、可能な限り希望に添うよう努力しました。そのかいもあってか、ミニ診察と相談に

ついては、終了後はスタッフの応対や説明についての感謝の言葉をたくさんいただくことができました。 

その後、村澤院長、石川先生、小林先生の３先生によるリウマチをテーマとした講演会が行われ、最

新のリウマチ治療の動向などについて参加者にわかりやすく説明しました。 

また、公開講座修了後は参加者からアンケートに記入していただきました。アンケートからはリウマ

チ理解に繋がる言葉をたくさんいただき、リウマチセンターとしての役割を少しでも果たすことができ

たかなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

以下はその例です。 

「リウマチについて疑問に思っていたことや、心配だったことを初めてきちんと聴くことができて本当

にありがたかったです。」 

「母がリウマチ患者ですが、母の立場や病気と闘っていることについて再考しました。もう少しやさし

い介護を心がけようと反省しました。」 

 一方で、「講演時間のゆとりが欲しかった。」「音響のせいかよく聞こえなかった。」「レジメや資料を

配付してほしかった。」といった回答もあり、スタッフ一同、今年度の反省点などを踏まえ、来年度以

降の開催に生かしていきたいと考えています。     

  （リウマチセンター地域連携室 星野副師長） 

リウマチセンター市民公開講座 in 新潟 
信頼される病院づくりキャンペーン 取り組み事例 
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『病院局人材育成プログラム』に基づき、 

(1) 参加者が県病院局の研修方

針と体系を理解するととも

に、効果的な研修の企画や運

営するための技能を修得し、

人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの内容を踏

まえた研修を開催する人材

（教育担当ﾄﾚｰﾅｰ）を育成す

ること、 

(2) 病院内で組織横断的に他職

種が連携・協働し、県立病院

が求める人材を育成する役

割を担うこと、 

つまりは、教育担当トレーナー

という役職というのではなく、

その資質を持った職員を育てることを目的として、10 月 26 日、11 月 16 日及び１２月 4 日の

3 日間の日程で、「教育担当トレーナー１部研修」が開催されました。 

（来年度は、実践編となる 2 部研修を実施する予定です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者には既に院内の研修の企画・運営を担っている職員が多く含まれましたが、今回、学びを深め

たことで、日々の業務の中にもトレーナーとしての資質を発揮して後継者となるスタッフを育成してい

く推進者としての役割などが期待されています。 

 また、トレーナーの活かし方は、各病院、各部署に委ねられています。 

 院内での環境づくり、研修成果を活かす機会への支援をお願いします。        （業務課 柴山） 

12 月 4 日配付資料抜粋 

1０月２６日配付資料抜粋 

信頼される病院づくりキャンペーン 取り組み事例 『人を育てる人』を育てる 教育担当トレーナー１部研修 
信頼される病院づくりキャンペーン 取り組み事例 
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研修修了者アンケートから「学び」を紹介します 

（１２月 4 日のアンケートを中心に抜き書きしています。なお、左写真は§5 研修企画案発表の様子です。） 

 

・ 1 回目より 2 回目、2 回目より 3 回目という風  

に研修が待ち遠しい、楽しみになっていました。来 

年も是非参加したい。 

・ 他病院や他職種の方と 3 日間にわたり、一緒に考 

えたり、話し合ったりすることで、楽しい研修とな 

り、他病院のこととも分かり良かったです。他の職 

員にも是非参加してほしい。 

・ 「グループで考えて行動する」ことが、とても達

成感を得られるものと感じることができた。 

 

・ アイディアの沢山つまった研修企画案は財産です。 

・ 実際に参加したくなる研修企画が多くあった。 

・ 他の方の発表を聞きながら､興味の持てるタイト 

ルの付け方は大切だと感じた。多くの人に足を向け 

てもらえる研修にするため、タイトルを考えたいと 

思った。 

・ 様々な企画書を見、発表を聞き、企画者の視点や 

個性があり、興味を引くポイントや具体的な内容の   

立て方について新たな学びができた。 

 

・ 23 年度 2 部研修修了者の講義に参加して､ 

トレーニングすればここまで成長できるんだ 

と感心したが、自分にできるかどうかは不安に 

思う。参加型の研修や遊び心を取り入れた研修 

は、参加して満足感が得られると思った。 

・ 盛りだくさんな研修でしたが、自分のものに 

できるよう頑張りたいです。まず､自部署の研 

修でみんなの興味を引きつけたいと思います。 

・ 講義をするために講師がどれだけ時間を要し 

たのかと考えた。人に伝える､伝わる研修をす  

ることは大変だと感じた。 

・ 体験する中で､研修の進め方、方法、時間分けにより飽きずに参加し心に

残る技を学んだ。 

・ すばらしい研修なので､この研修があることをもっと全職員、全職種にア  

ピールすると良いと思う。 

 

 

「信頼される病院づくりキャンペーン」にかかる取組をお知らせください！ 

病院局業務課改革室   E-mail: ngt400020@pref.niigata.lg.jp 

津川病院のツリー 
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ホームページ 

地域連携・相談⽀援センター（地域連携部⾨） 

 
当院では、地域連携・相談支援センターを設置して、地域医療連携事業を行っています。 

  
 
地域医療連携だより 
 
地域の連携医療機関の皆様に 当院の紹介や外来診療予定を お知らせしている広報誌です。  
平成 25 年 4 月 
平成 25 年 1 月 
平成 24 年 10 月 
平成 24 年 08 月 
 
診療・検査等のご依頼に関する連携方法は次のとおりです。 
1.当院宛てに診療情報提供書（紹介状）をＦＡＸ送信いただきます。 
2.診療情報提供書がＦＡＸで届くと、連携係が紹介科の新患予約をお取りし、おおむね１５分以内にＦＡＸで返

信します。 
3.患者さんが予約時刻に各科外来を受診される時点で、カルテとＩＤカードをご準備しております。 
 
なお、地域連携部門の重要な業務として、紹介・逆紹介患者さんの把握があり、紹介状に対する返信の有無をチ

ェックし、返信が無い場合には督促も行なうことにしております。 
 この他、PET-CT 等の「高度医療機器の共同利用」や「学術講演会および連絡会」などの事業も行なっており

ます。  
 
診療情報提供書 （紹介状） のダウンロード 
 
当院宛てのご紹介の際にご利用ください。 
•診療情報提供書（ＰＤＦ形式 225kB） 
•PET-CT 検査申し込み用資料ダウンロードのページへ 
 
関連ページへのリンク 
•外来診療予定表のページへ 
•休診日・臨時診察日のお知らせのページへ 
•セカンドオピニオン外来のページへ 
•地域連携・相談支援センター（相談支援部門）のページへ 
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地域連携・相談⽀援センター（相談⽀援部⾨） 

 
当院では、患者さんやご家族の方の相談に応じるため、相談体制を充実した「相談支援センター」を設置してい

ます。 
 
医療ソーシャルワーカー・がん看護専門看護師・臨床心理士など、専門の相談員がお話を伺い、ご一緒に解決の

ための方法を考えます。 
 
お一人で悩まずご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守ります。 
 
相談内容 
 
医療、福祉、心理、看護などの相談 
たとえばこんな時・・・ 
◦退院と言われたが、介護の必要な患者の世話ができるだろうか。 
◦病気のことが不安でたまらない。話を聞いてほしい。 
◦心配事があるが、どこに相談したらいいかわからない。 
◦介護保険のこと、身体障害者手帳のこと、障害年金のことなどについて知りたい。 
◦施設やほかの病院への転院について相談したい。 
◦退院後、職場や学校でうまくやっていけるだろうか。 
◦医療費や生活費が心配。 
◦病気や治療のことで、わからないことがある。 
 
・・・どうぞお気軽にご相談ください。 
 
受付時間・場所 
•受付時間 
月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後５時まで。 
※ご予約いただくとお待たせいたしません。直接またはお電話でお申し込みくださるか、看護師などを通じてご

連絡ください。ご希望いただければ、病室にもおうかがいいたします。 
•場所 
2 階売店の近くにあります。 
 
電話番号 
０２５−２６６−５１６１（直通） 
 
 
新潟県立がんセンター新潟病院ホームページ URL 
地域連携相談支援センター 
http://www.niigata-cc.jp/contents/treatment/soudanshien.html (相談支援部門) 
http://www.niigata-cc.jp/contents/other/chiikirenkei.html (地域連携部門) 
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